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林
宗
二
・
宗
和
の
手
に
な
る
抄
物
の
こ
と
ば
　
　
　
　
1
自
筆
本
の
場
合
i
土
　
井
　
洋
　
一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
一
　
抄
物
の
こ
と
ば
は
、
少
な
く
と
も
清
原
系
で
見
る
か
ぎ
り
、
講
授
手
控
と
聞
書
と
の
間
で
、
著
し
い
差
異
を
示
し
て
い
る
。
聞
書
は
ま
た
、
転
写
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
異
同
を
生
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
っ
て
き
た
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
（
「
抄
物
の
手
控
と
聞
書
」
（
『
国
文
学
放
』
2
4
号
）
、
「
抄
物
の
転
写
本
と
版
本
」
（
『
研
究
年
報
』
1
3
輯
）
）
。
い
ず
れ
も
清
原
宣
賢
の
講
授
に
か
か
る
抄
物
を
対
象
に
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
林
宗
二
．
林
宗
和
の
手
に
な
る
聞
書
が
多
い
。
彼
ら
は
ま
た
、
諸
抄
を
集
大
成
し
た
類
纂
の
作
成
も
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
領
域
は
仏
書
．
経
書
．
漢
詩
文
な
ど
に
亘
っ
て
い
て
、
広
く
か
つ
深
い
。
そ
れ
ら
は
、
自
筆
本
か
自
筆
本
に
基
づ
い
た
転
写
本
や
版
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
聞
書
や
類
纂
が
依
拠
し
た
原
聞
書
や
原
抄
と
の
関
係
に
は
、
な
お
究
明
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
　
一
般
に
、
聞
書
や
類
纂
の
作
成
者
に
は
、
原
拠
を
　
　
1
　
忠
実
に
踏
襲
す
る
一59一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
　
1
　
意
図
的
に
改
変
す
る
と
い
う
二
つ
の
相
反
す
る
立
場
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
工
の
立
場
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
講
授
者
や
原
抄
者
の
原
典
理
会
が
講
授
者
や
原
抄
者
自
身
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
無
作
為
の
う
ち
に
A
「
誤
字
・
脱
字
な
ど
の
誤
記
」
、
B
「
慣
用
と
し
て
の
ゆ
れ
」
、
を
伴
う
か
ら
、
表
記
面
ま
で
も
含
め
て
全
同
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
　
一
方
、
皿
の
立
場
が
採
ら
れ
る
と
、
聞
書
や
類
纂
の
作
成
者
の
作
為
に
よ
っ
て
、
抄
文
の
整
理
・
取
捨
選
択
が
な
さ
れ
、
独
自
の
注
釈
が
加
え
ら
れ
る
な
ど
し
て
、
内
容
・
こ
と
ば
の
両
面
に
亘
り
、
原
拠
の
悌
は
そ
こ
な
わ
れ
単
一
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
林
宗
二
や
宗
和
の
方
法
を
検
討
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
抄
物
を
国
語
史
料
と
し
て
利
用
す
る
う
え
で
も
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
　
林
宗
二
は
安
盛
と
も
言
い
、
方
生
斎
と
号
し
た
。
天
正
九
〈
一
五
八
一
〉
年
残
、
享
年
八
四
歳
。
宗
和
は
一
年
の
年
少
で
、
宗
二
の
従
兄
弟
の
子
に
あ
た
り
、
破
関
子
・
三
関
（
斎
）
な
ど
と
号
し
た
。
永
禄
二
く
一
五
五
九
V
年
残
、
享
年
六
一
歳
（
拙
稿
「
宣
賢
講
『
荘
子
抄
』
の
成
立
と
そ
の
価
値
」
　
（
『
国
語
国
文
』
2
9
巻
4
号
）
参
照
）
。
　
年
記
の
明
ら
か
な
抄
物
で
、
宗
二
の
手
に
な
る
の
は
、
天
文
三
く
一
五
三
四
V
年
書
写
の
「
蒙
求
抄
」
（
転
写
有
欠
本
存
）
に
始
ま
り
天
正
九
年
書
写
の
「
杜
詩
抄
」
（
自
筆
寄
合
書
存
）
に
及
ぶ
。
一
方
、
宗
和
の
手
に
な
る
の
は
、
天
文
二
年
書
写
の
「
荘
子
抄
」
（
転
写
本
存
）
に
始
ま
り
永
禄
二
年
書
写
の
「
江
湖
風
月
集
抄
」
（
前
半
宗
和
、
後
半
宗
二
各
自
筆
本
存
）
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
両
者
は
ほ
ぼ
同
時
代
に
宣
賢
の
講
授
聞
書
か
ら
手
を
染
め
、
晩
年
は
禅
僧
の
講
授
聞
書
を
主
軸
と
し
た
類
纂
の
作
成
に
残
年
ま
で
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
抄
物
を
作
成
し
た
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
相
互
に
清
書
し
た
り
、
宗
和
の
絶
筆
と
な
っ
た
「
江
湖
風
月
集
抄
」
の
後
半
を
宗
二
が
書
継
い
で
完
成
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
頭
初
か
ら
二
名
以
上
の
寄
合
書
の
形
態
を
採
る
抄
物
も
存
す
る
。
そ
の
一
つ
類
纂
本
「
東
披
詩
抄
」
（
自
筆
本
存
）
二
五
巻
の
書
写
は
両
者
相
半
ば
す
る
の
で
一60一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
あ
る
が
、
巻
の
中
途
で
担
当
者
の
交
替
す
る
場
合
が
あ
る
。
本
末
と
分
か
つ
巻
一
九
で
は
、
宗
二
筆
の
本
の
末
尾
と
宗
和
筆
の
末
の
巻
頭
と
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
っ
て
、
両
者
は
表
記
・
用
語
の
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
構
成
の
面
で
も
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
か
つ
て
指
摘
し
た
（
『
国
文
学
放
』
所
収
前
掲
論
文
）
。
そ
こ
で
は
、
単
に
問
題
の
提
起
に
留
め
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
二
人
の
う
ち
の
一
人
が
、
先
に
掲
げ
た
∬
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
清
原
宣
賢
の
講
授
に
か
か
る
毛
詩
聞
書
の
う
ち
、
安
盛
の
名
の
も
と
に
天
文
八
年
の
書
写
年
記
を
有
す
る
「
毛
詩
抄
」
（
両
足
院
蔵
）
二
〇
巻
＝
二
冊
に
つ
い
て
、
筆
者
は
全
巻
林
宗
二
の
手
に
な
る
書
写
本
と
看
倣
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
近
時
、
山
内
洋
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
巻
四
・
九
・
一
〇
・
一
六
の
四
巻
分
は
別
人
の
書
写
で
あ
り
、
言
語
面
に
も
差
異
の
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
「
毛
詩
抄
の
二
部
構
造
に
つ
い
て
1
建
仁
寺
両
足
院
蔵
林
宗
二
写
本
に
よ
る
ー
」
（
『
国
文
学
放
』
7
2
・
7
3
合
併
号
）
）
。
山
内
氏
の
論
は
異
筆
部
分
の
筆
者
を
特
定
す
る
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
こ
と
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
改
め
て
右
に
指
摘
の
四
巻
を
検
討
す
る
に
、
そ
れ
が
宗
和
の
手
に
よ
る
書
写
で
あ
る
こ
と
は
書
体
の
識
別
か
ら
だ
け
で
も
明
白
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
こ
ろ
で
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
前
以
て
の
証
明
は
行
な
わ
な
い
。
両
足
院
蔵
「
毛
詩
抄
」
も
ま
た
、
両
老
の
寄
合
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
先
の
東
披
の
抄
の
場
合
、
類
纂
本
と
し
て
は
、
笑
雲
清
三
の
手
に
な
る
「
四
河
入
海
」
が
著
名
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
原
拠
本
の
一
つ
で
あ
る
万
里
集
九
の
「
天
下
白
」
に
対
す
る
扱
い
が
、
笑
雲
に
お
い
て
極
め
て
忠
実
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
亀
井
孝
氏
に
精
論
が
あ
る
（
「
漆
桶
万
里
が
　
作
の
　
抄
も
の
の
　
う
ち
か
ら
」
　
（
『
国
語
学
』
8
4
集
）
）
。
そ
こ
で
、
「
東
披
詩
抄
」
が
「
白
云
」
と
し
て
引
く
部
分
を
取
り
だ
し
「
天
下
白
」
と
つ
き
あ
わ
せ
れ
ば
、
便
宜
「
四
河
入
海
」
所
引
の
「
白
云
」
と
対
比
す
る
だ
け
で
も
、
宗
二
・
宗
和
の
い
ず
れ
が
∬
の
立
場
を
採
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
二
人
と
も
ど
も
皿
の
立
場
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
改
変
の
あ
り
様
か
ら
、
原
拠
と
対
比
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
他
の
聞
書
の
場
合
も
、
そ
の
こ
と
ば
の
性
格
、
ひ
い
て
は
抄
物
と
し
一61一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
て
の
性
格
ま
で
も
規
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
　
本
稿
は
、
先
に
山
内
氏
の
指
摘
さ
れ
た
諸
現
象
が
「
毛
詩
抄
」
以
外
の
抄
物
で
も
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
右
に
述
べ
た
こ
と
を
目
的
と
す
る
前
提
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
前
掲
二
稿
と
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。
宗
二
・
宗
和
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
ば
に
見
ら
れ
る
固
定
と
流
動
と
は
、
個
人
の
書
記
活
動
の
あ
り
方
を
探
る
手
懸
り
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
直
接
に
は
、
識
語
の
不
完
全
な
度
合
の
高
い
宗
和
の
書
写
本
を
他
に
発
掘
し
た
り
、
ま
た
書
写
年
代
を
限
定
し
た
り
す
る
手
懸
り
を
も
提
供
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
右
の
観
点
に
立
つ
と
き
、
そ
の
検
討
資
料
が
自
筆
本
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
次
掲
を
対
象
と
す
る
（
各
上
部
に
、
作
成
時
点
で
の
年
齢
と
略
称
を
示
し
た
）
。
　
　
　
林
宗
二
の
抄
　
四
二
歳
　
《
毛
　
八
》
　
　
毛
詩
抄
　
巻
八
　
〔
天
文
八
年
〕
書
写
　
四
三
歳
　
《
披
　
三
》
　
　
東
披
詩
抄
　
巻
三
前
半
　
　
〔
天
文
九
年
〕
書
写
　
四
五
歳
　
《
披
一
六
》
　
　
同
右
　
巻
一
六
　
「
天
文
十
一
年
難
七
月
二
日
　
宗
二
四
十
五
歳
」
　
六
八
歳
《
披
二
四
》
　
　
同
右
　
巻
二
四
坤
　
「
永
禄
第
八
乙
丑
年
季
春
後
六
日
三
条
鳥
丸
不
休
庵
而
記
之
披
集
一
部
大
略
抄
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詑
／
宗
二
六
十
八
歳
」
　
七
三
歳
　
《
杜
　
一
》
　
　
杜
詩
抄
　
巻
一
　
「
（
2
ウ
）
今
年
元
亀
元
年
庚
午
二
至
テ
七
百
九
十
七
年
也
、
今
年
此
抄
ヲ
始
テ
思
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
廿
一
日
　
予
七
十
三
歳
　
宗
二
」
　
八
四
歳
　
《
杜
一
七
》
　
　
同
右
　
巻
一
七
　
「
天
正
九
年
辟
六
月
七
日
抄
之
了
　
宗
二
八
十
四
歳
／
於
　
一
乗
院
御
門
　
孝
経
一62一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
林
宗
和
の
抄
四
一
歳
四
二
歳
四
四
歳
　
五
三
歳
各
巻
と
も
、
読
申
了
」
て
特
に
著
し
く
、
丁
分
を
対
象
と
し
た
け
れ
ど
も
、
丁
分
は
巻
頭
部
分
を
原
則
と
し
、
は
第
四
四
丁
表
三
行
目
ま
で
が
宗
二
、
　
な
お
、
「
杜
詩
抄
」
と
ば
」
（
『
国
語
国
文
』
二
〈
毛
　
九
V
　
　
毛
詩
抄
　
巻
九
　
　
〔
天
文
八
年
〕
書
写
く
披
　
三
V
　
　
東
披
詩
抄
　
巻
三
後
半
　
「
天
文
九
年
四
月
廿
五
日
」
〈
披
一
四
V
　
　
同
右
　
巻
一
四
　
「
以
続
翠
抄
　
梅
庵
天
下
白
　
薫
庵
　
黙
雲
二
老
ノ
聞
書
写
参
併
之
抄
者
也
／
天
　
　
　
　
　
　
　
文
十
一
年
六
月
晦
日
於
法
隆
教
寺
瓦
坊
南
亭
書
之
　
破
関
子
四
十
四
歳
」
〈
披
　
六
V
　
　
同
右
　
巻
六
　
「
天
文
廿
年
辮
二
月
廿
三
日
初
更
一
点
書
之
　
林
氏
三
関
並
断
」
大
凡
の
見
当
づ
け
に
必
要
な
一
〇
丁
分
を
一
往
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
前
後
を
見
合
せ
た
。
虫
損
が
前
二
抄
に
お
い
　
ま
た
漢
注
文
の
引
用
に
量
的
な
差
が
あ
り
、
「
東
披
詩
抄
」
の
中
で
は
巻
二
四
が
特
に
き
わ
だ
っ
て
い
る
の
で
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
は
考
慮
し
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
数
値
の
厳
密
な
対
比
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
取
挙
げ
た
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
《
杜
一
》
は
序
の
解
を
除
い
て
、
第
八
丁
表
か
ら
一
〇
丁
分
を
採
っ
た
。
ま
た
「
東
披
詩
抄
」
巻
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
行
目
以
降
が
宗
和
の
書
写
で
あ
る
た
め
相
接
す
る
各
≧
一
〇
丁
分
を
採
っ
た
。
　
　
に
関
し
て
は
、
高
見
三
郎
氏
に
参
照
す
べ
き
論
が
あ
る
（
「
杜
詩
の
抄
」
（
『
山
辺
道
』
2
1
号
）
、
「
杜
詩
の
抄
の
こ
　
　
　
4
6
巻
4
号
）
）
。
さ
て
、
山
内
氏
の
指
摘
さ
れ
た
諸
現
象
を
、
私
な
り
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
e
　
表
記
に
関
す
る
も
の
　
ω
　
書
体
「
さ
」
「
へ
」
　
②
　
字
体
「
え
」
「
ゑ
」
、
濁
点
　
③
仮
名
遣
　
ω
　
用
字
「
ほ
ど
に
」
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「
ど
も
」
「
こ
の
」
　
「
そ
の
」
「
こ
れ
」
「
そ
れ
」
　
　
口
　
使
用
語
彙
に
関
す
る
も
の
　
ω
　
尊
敬
語
「
い
ら
し
む
」
「
お
り
や
る
」
「
御
座
る
」
な
ど
　
②
　
丁
寧
語
「
で
候
」
　
　
⇔
識
語
　
こ
の
中
で
、
⇔
は
巻
末
識
語
に
お
い
て
宗
二
が
「
抄
之
」
と
記
し
、
宗
和
が
「
書
之
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
差
異
は
右
に
引
い
た
二
抄
の
識
語
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
の
抄
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
こ
と
は
成
立
論
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
の
段
階
で
は
言
及
し
な
い
こ
と
と
し
、
以
下
、
e
口
に
つ
い
て
順
次
考
察
し
て
い
く
。
　
　
　
一
ω
書
体
　
（
　
山
内
氏
は
カ
ナ
書
体
の
異
る
も
の
と
し
て
「
さ
」
　
「
へ
」
を
挙
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
宗
二
の
「
サ
」
は
第
二
画
の
起
筆
部
分
が
初
画
の
横
線
の
上
に
「
出
な
い
か
、
ほ
ん
の
少
し
頭
を
出
す
程
度
で
あ
」
り
、
「
へ
」
は
宗
和
が
「
全
体
が
横
線
状
で
高
い
と
こ
ろ
が
右
寄
り
で
あ
」
る
の
に
対
し
、
宗
二
は
「
左
寄
り
で
山
の
形
で
右
に
崩
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
こ
の
う
ち
、
「
へ
」
の
別
は
必
ず
し
も
分
明
と
は
言
え
な
い
が
、
「
サ
」
に
認
め
ら
れ
る
宗
二
の
特
徴
は
、
右
に
指
摘
の
書
体
と
第
二
画
が
初
画
と
遊
離
す
る
「
寸
」
に
近
い
書
体
と
の
間
に
ゆ
れ
を
持
ち
つ
つ
《
杜
一
七
》
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
し
て
現
行
の
書
体
に
近
い
宗
和
の
「
サ
」
は
、
〈
披
六
V
に
至
っ
て
宗
二
と
類
似
の
書
体
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
晩
年
に
至
っ
て
の
こ
う
し
た
変
化
は
、
一
見
奇
異
の
感
を
抱
か
せ
る
け
れ
ど
も
、
同
様
の
現
象
は
他
の
カ
ナ
書
体
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
セ
」
は
「
毛
詩
抄
」
で
見
る
か
ぎ
り
、
両
者
と
も
に
今
日
ひ
ら
か
な
の
「
せ
」
と
し
て
用
い
る
字
体
と
一
致
し
、
い
ず
れ
も
三
画
を
要
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
区
別
が
な
い
。
強
い
て
差
を
求
め
れ
ば
、
宗
二
に
初
画
の
末
尾
と
第
二
画
の
初
筆
部
分
の
接
近
す
る
も
の
が
散
見
す
る
程
度
で
、
そ
れ
と
て
も
別
画
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
宗
二
で
は
《
披
三
》
あ
た
り
か
ら
、
第
二
画
を
初
画
の
横
線
上
か
ら
起
筆
し
て
下
に
延
ば
す
の
が
一
般
と
な
り
、
《
披
一
六
》
以
降
初
画
の
末
尾
を
そ
の
ま
ま
下
乃
至
は
右
下
方
向
に
延
ば
す
書
体
一64一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
も
見
立
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
終
画
の
下
線
上
に
達
し
て
止
め
る
か
、
中
途
で
左
上
方
に
穂
先
き
を
反
し
、
終
画
の
起
筆
部
に
向
け
て
携
ね
る
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
現
行
の
カ
ナ
「
セ
」
に
近
似
す
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
宗
和
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
時
期
的
に
宗
二
よ
り
降
り
、
〈
披
六
V
で
《
披
一
六
》
第
一
例
に
至
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
　
書
体
全
般
に
宗
二
の
方
が
良
く
言
え
ぱ
特
徴
的
で
、
そ
れ
だ
け
同
一
字
体
内
で
の
ゆ
れ
の
幅
も
大
き
く
、
「
ヨ
」
（
縦
長
で
終
画
を
「
マ
」
の
終
画
の
よ
う
に
斜
め
に
う
つ
）
な
ど
、
特
異
な
書
体
の
現
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
差
は
、
漢
字
に
よ
り
多
く
認
め
ら
れ
、
例
え
ば
「
門
構
え
」
な
ど
の
行
書
体
に
著
し
い
。
一
例
の
み
示
せ
ぱ
、
「
此
」
は
楷
書
体
の
ほ
か
に
、
行
書
体
（
「
皿
」
の
第
二
画
「
の
横
線
を
取
去
り
、
縦
線
を
終
画
の
下
に
ま
で
延
し
た
よ
う
な
字
体
）
、
略
体
（
「
氏
」
の
初
画
を
取
去
っ
た
よ
う
な
字
体
）
が
併
用
さ
れ
る
。
そ
の
使
用
頻
度
は
、
諸
抄
を
通
じ
て
宗
二
が
楷
・
略
・
行
の
順
で
行
の
度
合
が
極
め
て
低
く
、
宗
和
が
行
．
楷
．
略
の
順
で
行
の
度
合
が
極
め
て
高
く
略
は
稀
と
い
う
対
照
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
行
書
体
は
宗
二
で
は
比
較
的
安
定
し
て
い
て
、
初
画
の
縦
線
と
第
二
画
の
横
線
と
が
」
型
に
連
続
し
て
い
て
、
中
央
の
二
本
の
縦
線
は
右
側
が
短
く
、
と
も
に
横
線
の
下
に
突
き
出
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
の
に
対
し
、
宗
和
の
初
画
は
、
横
線
の
上
部
に
点
の
よ
う
に
離
し
て
打
つ
か
、
連
接
す
る
か
で
あ
り
、
連
接
す
る
場
合
も
「
皿
」
の
初
画
と
終
画
と
の
関
係
に
似
て
い
た
も
の
が
、
〈
披
六
〉
に
至
っ
て
宗
二
の
よ
う
に
」
型
が
主
に
変
っ
て
い
る
。
ま
た
中
央
の
縦
線
の
長
さ
は
ほ
ぼ
同
様
で
、
横
線
上
で
止
め
る
か
わ
ず
か
に
下
に
出
る
か
で
あ
っ
た
も
の
が
、
徐
々
に
下
に
突
き
出
る
度
合
が
高
ま
り
、
こ
ち
ら
も
く
披
六
V
に
至
り
上
部
と
下
部
と
で
長
さ
の
差
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
頻
用
さ
れ
る
こ
と
が
、
却
っ
て
書
体
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
e
②
　
字
体
　
「
い
」
「
ゐ
」
、
「
え
」
「
ゑ
」
、
「
お
」
「
を
」
は
音
韻
と
し
て
の
区
別
を
失
っ
た
後
も
、
仮
名
遣
の
法
則
に
従
っ
て
併
用
さ
れ
る
の
が
規
範
で
あ
っ
た
。
一
方
、
濁
点
は
一
定
の
法
則
を
模
索
す
る
過
程
に
あ
っ
て
、
右
肩
に
複
点
を
施
す
と
い
う
現
行
の
方
法
が
よ
う
や
く
一65一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
一
般
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
　
「
毛
詩
抄
」
で
は
「
イ
」
「
ヲ
」
が
常
用
さ
れ
て
い
て
、
「
ヰ
」
　
「
オ
」
の
う
ち
特
に
「
オ
」
は
全
く
現
わ
れ
ず
、
こ
の
傾
向
は
「
東
披
詩
抄
」
以
降
で
も
変
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
エ
」
「
ヱ
」
と
濁
点
に
つ
い
て
、
宗
二
は
「
ヱ
」
を
専
用
し
、
濁
点
は
左
肩
の
複
点
が
三
、
右
肩
の
複
点
が
一
の
割
合
で
あ
り
、
宗
和
は
「
エ
」
と
右
肩
の
複
点
を
専
用
す
る
と
い
う
の
が
山
内
氏
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
宗
和
の
意
識
で
は
「
ヱ
」
や
左
肩
の
複
点
は
い
わ
ば
異
体
字
で
あ
り
、
し
か
も
選
択
の
堵
外
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
宗
二
の
意
識
で
は
「
エ
」
は
宗
和
の
「
ヱ
」
と
同
類
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
右
肩
の
複
点
は
な
お
選
択
の
余
地
の
あ
る
異
体
字
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
宗
和
に
見
る
こ
の
方
法
は
、
当
時
の
抄
物
に
お
い
て
既
に
一
般
化
す
る
傾
向
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
「
東
披
詩
抄
」
で
も
例
外
で
は
な
く
、
彼
に
あ
っ
て
は
固
定
化
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。
一
方
、
宗
二
の
場
合
は
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
カ
ナ
で
は
「
エ
ヒ
ス
（
夷
）
」
《
披
三
4
オ
》
「
大
臣
ト
モ
カ
ヱ
コ
ラ
エ
イ
テ
」
《
披
一
六
5
ウ
》
「
ヒ
ツ
コ
ミ
モ
エ
セ
ヌ
ソ
」
《
杜
一
7
9
ウ
》
「
此
柑
子
ヲ
国
人
ハ
ヱ
ス
カ
ツ
テ
不
二
重
得
二
《
杜
一
七
3
ー
オ
》
「
エ
ス
カ
ツ
テ
」
《
同
3
ー
ウ
》
の
よ
う
に
、
早
く
も
《
披
三
》
以
降
、
用
例
で
見
る
よ
う
に
仮
名
遣
や
特
定
の
語
彙
と
の
関
連
も
な
く
「
エ
」
が
混
用
さ
れ
、
「
杜
詩
抄
」
で
は
む
し
ろ
「
ヱ
」
を
凌
駕
す
る
勢
い
に
あ
る
。
次
に
、
濁
点
も
ま
た
、
　
「
杜
詩
抄
」
に
至
っ
て
左
右
の
度
合
が
拮
抗
す
る
ま
で
の
幅
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
宗
二
の
本
来
の
方
法
が
、
宗
和
と
は
異
っ
て
、
大
勢
に
さ
か
ら
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
依
拠
し
た
原
抄
の
用
字
か
ら
の
影
響
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
「
ヱ
」
「
エ
」
の
別
や
濁
点
の
加
点
形
式
の
相
違
は
、
そ
れ
自
体
が
宗
二
の
正
書
法
に
お
い
て
B
「
慣
用
と
し
て
の
ゆ
れ
」
と
い
う
範
躊
に
属
す
る
事
柄
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
宗
和
に
見
ら
れ
る
固
定
化
も
、
一
方
へ
の
統
一
を
B
と
し
て
許
容
す
る
意
識
に
支
え
ら
れ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
か
ら
、
両
者
と
も
に
、
依
拠
本
へ
の
姿
勢
を
豆
「
意
図
的
な
改
変
」
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
項
で
は
漢
字
の
異
体
字
も
扱
う
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
便
宜
ω
で
そ
一66一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
の
一
部
に
触
れ
る
に
留
め
る
。
　
e
③
　
仮
名
遣
　
山
内
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
　
　
σ
う
　
ハ
行
転
呼
音
の
表
記
は
「
表
音
的
用
法
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
か
な
り
自
由
で
あ
る
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
　
　
ω
　
複
合
形
容
詞
「
～
難
い
」
な
ど
が
、
宗
和
書
写
部
分
で
「
～
ヒ
」
表
記
を
採
る
こ
と
が
あ
る
。
　
　
㈲
　
「
い
は
れ
（
謂
）
」
は
宗
二
が
「
イ
ワ
レ
」
と
記
す
の
に
対
し
て
、
宗
和
は
「
「
イ
ワ
レ
」
「
ユ
ワ
レ
」
を
ほ
ぼ
同
数
ず
つ
用
い
　
　
　
て
い
る
L
。
「
言
ふ
」
及
び
そ
の
複
合
形
が
、
宗
和
書
写
部
分
で
「
ユ
～
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
　
0
り
の
転
呼
音
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
頻
出
す
る
「
思
ふ
」
は
い
ず
れ
の
抄
も
各
語
尾
と
も
「
思
フ
」
の
系
列
が
主
で
あ
る
な
ど
、
一
概
に
「
表
音
的
用
法
を
基
調
と
」
す
る
と
は
か
な
ら
ず
し
も
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
　
「
か
な
り
自
由
で
あ
る
」
こ
と
は
確
か
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ
　
　
テ
ウ
　
　
ソ
コ
ニ
懐
杷
ワ
ナ
イ
ソ
《
披
三
3
9
ウ
》
　
マ
チ
ツ
ト
先
工
出
ス
者
ヲ
《
杜
一
七
8
ウ
》
　
　
田
園
工
販
タ
イ
ソ
〈
披
三
5
3
オ
〉
　
長
安
工
来
タ
ソ
〈
同
5
4
ウ
V
の
よ
う
に
格
助
詞
に
ま
で
及
び
、
更
に
転
誰
を
起
こ
し
た
語
形
も
　
　
酬
ハ
ム
ク
ウ
ル
チ
ヤ
〈
毛
九
3
オ
V
　
マ
キ
ラ
ウ
シ
イ
〈
披
三
4
4
オ
〉
イ
ト
ウ
シ
サ
ウ
ニ
〈
披
一
四
3
ウ
〉
　
（
「
ヲ
」
を
意
識
　
　
し
て
「
ウ
」
と
記
し
た
可
能
性
も
無
視
で
き
な
い
）
　
　
名
マ
ツ
キ
コ
〔
聞
〕
ウ
ル
也
《
杜
一
8
ー
ウ
》
な
ど
が
ひ
ろ
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
る
。
　
ω
は
仮
名
遣
を
念
頭
に
お
い
て
の
、
い
わ
ば
誤
っ
た
回
帰
と
も
呼
ぶ
べ
き
現
象
で
、
σ
う
の
裏
返
し
で
あ
る
か
ら
、
両
老
に
現
わ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
「
見
ゆ
」
「
聞
ゆ
」
な
ど
は
、
特
に
工
段
音
に
お
い
て
「
見
へ
」
「
聞
へ
」
と
す
る
の
が
一
般
で
、
動
詞
音
便
形
一67一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
　
思
フ
テ
（
タ
）
《
毛
八
4
オ
、
披
三
3
ー
オ
、
同
一
六
6
オ
、
杜
一
七
9
オ
》
　
ア
〔
会
〕
フ
テ
《
杜
一
9
8
ウ
》
歌
フ
テ
《
同
1
3
　
　
ウ
》
は
珍
し
く
な
い
に
し
て
も
、
　
　
深
フ
〈
毛
九
9
ウ
V
《
杜
一
9
ウ
》
　
早
フ
〈
披
六
4
オ
V
　
久
フ
〈
同
4
ウ
〉
　
ヨ
〔
良
〕
フ
《
杜
一
2
9
ウ
》
　
　
用
フ
ス
〈
毛
九
2
ウ
V
生
フ
ス
《
杜
一
2
8
オ
》
云
フ
ス
《
杜
一
七
3
オ
》
行
フ
ス
《
同
2
5
オ
》
な
ど
、
形
容
詞
音
便
形
や
「
う
ず
」
に
も
現
わ
れ
る
の
は
、
融
合
音
化
し
た
こ
と
が
、
却
っ
て
誤
っ
た
回
帰
を
誘
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
転
設
を
起
こ
し
た
語
形
に
は
、
こ
こ
で
も
ま
た
　
　
隠
居
シ
ヲ
ウ
ス
ル
《
杜
一
2
ー
オ
》
　
ツ
ヲ
〔
強
〕
ウ
《
杜
一
七
2
6
オ
》
（
ツ
ヨ
ウ
《
同
1
3
ウ
》
）
な
ど
、
表
音
的
表
記
と
看
倣
せ
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
宗
和
に
「
～
に
く
い
」
の
適
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
　
㈲
の
う
ち
、
　
「
い
は
れ
」
に
つ
い
て
は
、
例
が
少
な
い
の
で
　
　
イ
ワ
レ
《
杜
一
7
9
ウ
、
同
一
七
2
3
オ
》
　
　
イ
ワ
レ
〈
披
三
4
9
ウ
V
　
ユ
ワ
レ
〈
披
一
四
9
オ
、
1
ー
オ
V
と
、
　
「
毛
詩
抄
」
の
域
を
出
な
い
と
し
か
言
え
な
い
。
　
そ
れ
で
は
、
「
言
ふ
」
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
も
漢
字
表
記
が
中
心
で
確
例
に
乏
し
く
、
殊
に
宗
二
に
関
し
て
は
保
留
す
る
。
イ
系
と
ユ
系
と
が
共
存
す
る
宗
和
の
場
合
は
、
「
東
披
詩
抄
」
に
お
い
て
も
両
形
の
共
存
状
況
に
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
く
、
概
し
て
ユ
系
が
優
勢
だ
と
言
え
る
。
そ
の
状
況
は
、
　
　
コ
ノ
僧
伽
ノ
塔
ヵ
タ
ウ
ト
イ
共
イ
ハ
イ
テ
チ
ヤ
ツ
ト
別
ノ
方
ニ
ヤ
ツ
タ
ソ
〈
六
2
ウ
〉
　
コ
ノ
僧
ノ
体
ヲ
ミ
テ
ア
ラ
タ
ウ
ト
ヤ
ト
　
　
ハ
ユ
ハ
イ
テ
ヨ
ソ
コ
ト
ヲ
云
タ
ソ
〈
同
4
ウ
〉
一68一
林宗二。宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
　
披
ヵ
機
嫌
ワ
ル
キ
ト
キ
ニ
コ
ノ
詩
ヲ
求
メ
タ
ル
ヤ
ラ
ウ
、
コ
ノ
僧
カ
シ
タ
・
ヵ
ニ
ワ
ル
ウ
イ
ハ
レ
テ
ア
ル
ソ
〈
三
4
8
ウ
〉
金
玉
　
　
ノ
君
子
ト
ユ
ワ
レ
タ
モ
ノ
ソ
〈
同
5
3
オ
V
の
よ
う
に
、
ゆ
れ
の
基
準
を
求
め
が
た
い
も
の
か
ら
、
　
　
イ
ハ
ン
ナ
ニ
カ
ト
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ニ
　
　
謂
レ
誰
　
子
向
レ
人
静
照
ノ
理
ヲ
ハ
何
ト
ユ
ワ
ウ
ソ
ト
難
シ
テ
云
ナ
リ
〈
同
4
9
オ
V
と
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
明
ら
か
な
、
訓
読
と
カ
ナ
抄
文
と
の
性
格
の
違
い
に
応
じ
た
使
い
分
け
と
お
ぼ
し
い
も
の
ま
で
の
幅
が
あ
り
、
カ
ナ
抄
文
の
ユ
系
が
生
の
語
形
が
露
呈
し
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
依
拠
抄
物
に
基
づ
い
た
書
写
に
無
作
為
の
改
変
が
生
ず
る
場
合
に
は
、
イ
系
か
ら
ユ
系
へ
の
交
替
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
、
右
例
の
う
ち
、
　
「
天
下
白
」
に
基
づ
い
て
い
る
〈
三
4
8
ウ
〉
の
例
は
、
宗
和
は
原
拠
を
断
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
「
四
河
入
海
」
に
「
白
云
」
と
明
記
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
　
　
先
生
ノ
機
嫌
ワ
ル
キ
ト
キ
ニ
此
詩
ヲ
求
メ
タ
ル
ヤ
ウ
　
此
僧
シ
タ
・
カ
ニ
ワ
ル
ク
ユ
ハ
レ
テ
ア
ル
ソ
（
古
活
字
本
三
之
二
6
9
オ
、
　
　
東
福
寺
蔵
写
本
「
ヤ
ウ
」
↓
「
ヤ
ラ
ウ
」
、
「
ア
ル
ソ
」
↓
「
有
ソ
」
）
と
あ
る
。
〈
披
三
V
に
お
け
る
「
こ
の
」
の
表
記
と
、
形
容
詞
が
動
詞
を
直
接
修
飾
す
る
場
合
の
語
形
と
は
、
カ
ナ
書
き
と
音
便
形
と
が
常
態
で
あ
る
か
ら
、
「
四
河
入
海
」
に
見
る
「
此
」
「
ワ
ル
ク
」
が
原
姿
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
と
（
「
天
下
白
」
写
本
に
よ
る
確
認
は
し
て
い
な
い
）
、
〈
披
三
V
に
「
コ
ノ
」
「
ワ
ル
ウ
」
と
あ
る
の
は
、
1
「
忠
実
に
踏
襲
す
る
」
立
場
で
の
B
「
慣
用
と
し
て
の
ゆ
れ
」
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
イ
ハ
レ
」
と
あ
る
の
は
、
皿
「
意
図
的
な
改
変
」
と
見
ざ
る
を
え
な
い
と
思
う
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
　
次
に
、
ヤ
行
化
の
例
と
し
て
「
行
く
」
を
見
る
と
、
宗
和
は
ほ
ぼ
ユ
系
で
固
定
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
て
宗
二
は
両
形
を
併
用
し
て
い
る
。
そ
の
度
合
を
量
る
ま
で
の
用
例
は
な
い
け
れ
ど
も
、
　
　
エ
イ
カ
ヌ
《
杜
一
6
3
ウ
》
　
イ
キ
タ
イ
処
ヘ
イ
ク
ソ
《
披
三
3
3
ウ
》
一69一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
イ
　
　
ト
コ
ヘ
モ
ユ
カ
ン
ソ
《
杜
一
2
7
ウ
》
　
ユ
キ
ト
ケ
ヌ
《
披
二
四
7
オ
》
　
干
テ
狐
狸
ヲ
ト
ル
ヲ
云
也
《
毛
八
9
オ
追
補
》
　
ユ
ク
　
　
ニ
任
セ
テ
也
《
杜
一
4
7
オ
》
の
よ
う
に
対
応
す
る
語
形
が
あ
り
、
特
に
時
代
的
な
片
寄
り
も
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
更
に
、
転
誰
を
起
こ
し
て
ヤ
行
化
す
る
「
～
合
ふ
」
の
場
合
は
、
宗
二
・
宗
和
と
も
に
ア
系
・
ヤ
系
の
共
存
状
態
に
あ
る
。
ヤ
行
化
に
併
う
表
音
的
表
記
の
共
存
が
、
抄
物
で
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
抄
物
資
料
集
成
」
の
索
引
篇
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
　
其
ヤ
ウ
ナ
時
ハ
女
房
方
モ
内
テ
ヨ
リ
ア
ワ
ル
・
ソ
〈
毛
九
9
オ
〉
学
問
ヲ
ミ
カ
キ
ヤ
ウ
ツ
ナ
ト
ス
ル
ポ
ト
ニ
云
ソ
〈
同
8
ウ
V
　
　
セ
メ
テ
御
分
ト
コ
、
テ
ヨ
リ
ア
ワ
ウ
ニ
ハ
鳳
翔
ニ
イ
テ
モ
子
細
モ
ナ
イ
ト
思
ハ
ウ
ス
カ
（
下
略
）
《
披
一
六
4
オ
》
　
商
州
ヘ
ハ
　
　
行
マ
イ
チ
ヤ
ホ
ト
ニ
マ
ウ
ハ
ヤ
フ
タ
リ
ョ
リ
ヤ
ウ
事
ハ
有
マ
イ
《
同
》
の
よ
う
に
、
同
一
抄
物
で
共
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
、
上
接
音
・
活
用
形
・
語
彙
別
に
見
て
、
特
定
の
傾
向
が
一
般
に
あ
る
い
は
個
別
に
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
右
の
「
寄
合
ふ
」
や
、
「
似
合
ふ
」
の
よ
う
に
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
は
、
例
え
ば
「
四
河
入
海
」
が
一
韓
の
聞
書
に
よ
る
と
し
て
引
く
部
分
に
は
、
「
ヨ
リ
ヨ
ウ
」
（
古
活
字
本
八
之
一
3
3
ウ
、
東
福
寺
本
も
同
じ
）
と
合
音
表
記
ま
で
あ
っ
て
、
ヤ
行
化
が
先
行
し
、
か
つ
ヤ
系
表
記
の
固
定
化
が
著
し
い
の
か
ど
う
か
な
ど
ま
で
は
調
査
を
進
め
て
い
な
い
。
　
6
ω
　
用
字
　
ω
に
つ
い
て
山
内
氏
は
、
接
続
助
詞
「
ほ
ど
に
」
は
各
巻
の
初
め
二
〇
例
を
調
査
し
、
接
続
助
詞
「
ど
も
」
、
指
示
語
「
こ
の
」
「
そ
の
」
「
こ
れ
」
「
そ
れ
」
は
「
各
巻
の
初
め
数
丁
を
綿
密
に
調
査
し
て
傾
向
を
把
握
し
、
巻
末
ま
で
通
読
し
て
そ
れ
を
確
認
」
さ
れ
た
。
　
ま
ず
「
ほ
ど
に
」
か
ら
見
て
い
く
。
山
内
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
宗
二
書
写
の
巻
で
は
カ
ナ
表
記
「
ホ
ト
ニ
」
の
出
現
率
○
％
が
巻
八
を
含
む
＝
一
巻
、
五
％
が
三
巻
、
一
〇
％
が
一
巻
で
あ
っ
て
極
め
て
低
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宗
和
書
写
の
巻
で
は
九
五
％
が
一
巻
、
｝
○
○
％
が
巻
九
を
含
む
三
巻
で
あ
っ
て
あ
ざ
や
か
な
対
照
を
な
し
て
い
る
。
巻
八
・
巻
九
の
各
≧
一
〇
丁
ほ
一70一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
ど
の
調
査
で
は
、
両
者
と
も
約
七
〇
例
で
あ
っ
た
が
、
宗
二
の
例
外
は
　
　
是
ヲ
知
ホ
ト
ニ
カ
ル
ソ
《
八
5
ウ
》
一
例
で
あ
り
、
宗
和
の
例
外
も
　
　
道
ヲ
カ
タ
ル
程
二
く
九
3
オ
V
学
問
ヲ
シ
タ
ツ
ル
程
二
〈
8
ウ
〉
礼
ヲ
ハ
朝
庭
テ
ス
ル
程
二
〈
8
ウ
〉
他
国
カ
ラ
ヲ
カ
ス
　
　
程
二
く
9
オ
V
の
四
例
に
留
ま
る
。
多
少
の
見
落
し
を
考
慮
し
て
も
、
右
の
出
現
率
の
範
囲
に
ほ
ぼ
収
ま
る
の
で
あ
る
。
　
そ
れ
で
は
、
「
東
披
詩
抄
」
以
降
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
一
貫
し
て
い
て
、
不
変
な
の
は
宗
和
で
あ
る
。
〈
披
三
〉
約
六
〇
、
〈
披
一
四
V
〈
披
六
V
各
≧
約
四
〇
の
用
例
中
、
例
外
は
い
ず
れ
も
く
披
六
V
に
現
わ
れ
る
　
　
哀
ム
程
二
〈
6
オ
〉
　
古
同
イ
程
に
く
4
ウ
V
　
物
チ
ヤ
程
二
く
4
オ
V
　
阪
ラ
ヌ
程
二
く
9
オ
V
の
四
例
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宗
二
は
、
用
例
数
に
も
変
動
が
著
し
く
《
披
三
》
約
七
〇
、
《
披
＝
ハ
》
約
五
〇
で
あ
る
の
に
対
し
、
《
披
二
四
》
で
は
二
〇
丁
分
で
一
八
で
あ
り
、
《
杜
一
》
八
、
《
杜
一
七
》
一
七
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
ヵ
ナ
表
記
の
出
現
率
が
、
《
披
三
》
三
九
％
弱
、
《
披
一
六
》
八
三
％
弱
、
《
披
二
四
》
八
三
％
強
、
《
杜
一
》
一
〇
〇
％
、
《
杜
一
七
》
九
四
％
弱
と
、
見
事
な
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
用
倒
数
の
少
な
い
《
披
二
四
》
以
降
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
ゆ
れ
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
《
披
二
四
》
の
漢
字
表
記
例
は
　
　
ア
マ
リ
長
ミ
シ
キ
程
二
略
之
《
1
6
オ
》
　
綴
珠
旛
ノ
コ
モ
ナ
イ
程
二
《
1
3
オ
》
　
此
孫
公
ノ
如
々
不
変
ノ
処
ヲ
悟
タ
程
二
僧
伽
大
　
　
士
ニ
モ
不
惚
也
《
ー
ウ
》
で
あ
っ
て
、
未
だ
そ
の
残
存
傾
向
を
確
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
《
杜
一
七
》
は
　
　
十
日
路
計
程
二
文
□
釆
ヒ
夫
容
花
ト
云
《
ー
ウ
》
一71一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
と
、
真
名
書
き
風
の
箇
所
で
あ
る
。
《
杜
一
》
に
も
後
の
部
分
に
は
漢
字
表
記
例
が
あ
り
、
　
　
無
心
ナ
程
二
《
1
9
オ
・
ウ
》
　
カ
ヱ
ツ
タ
程
二
也
《
2
0
オ
》
と
連
続
し
て
現
わ
れ
た
り
（
先
の
〈
披
六
〉
に
も
多
少
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
ろ
う
）
、
　
　
ア
ル
程
二
《
5
6
オ
》
　
ナ
イ
程
二
《
7
2
ウ
》
が
と
も
に
行
末
に
位
置
し
た
り
し
て
い
て
、
特
定
の
傾
向
を
探
れ
る
場
合
が
多
い
け
れ
ど
も
、
結
果
と
し
て
見
る
と
、
な
お
ゆ
れ
の
幅
は
狭
く
な
い
の
で
あ
る
。
　
両
者
に
見
ら
れ
る
こ
の
固
定
と
流
動
は
、
名
詞
「
ほ
ど
」
や
接
続
詞
化
し
た
「
さ
る
ほ
ど
に
」
に
つ
い
て
も
変
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
宗
二
の
仮
名
化
の
方
向
に
一
定
の
傾
向
や
法
則
を
求
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
先
の
宗
和
の
例
外
も
含
め
、
《
披
二
四
V
以
降
に
例
外
と
し
て
残
る
「
程
二
」
に
、
活
用
語
尾
無
表
記
の
漢
字
語
幹
に
直
接
下
接
す
る
例
が
な
い
と
い
う
共
通
性
は
指
摘
で
き
る
。
未
だ
カ
ナ
表
記
劣
勢
の
《
披
三
》
で
も
、
「
高
程
二
」
《
3
6
オ
》
の
類
が
三
例
に
過
ぎ
な
い
の
に
対
し
、
「
行
ホ
ト
ニ
」
《
3
4
ウ
》
「
高
ホ
ト
一
こ
《
同
》
の
類
は
八
例
に
達
し
て
い
て
、
有
意
の
差
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ
そ
の
場
合
も
、
接
続
詞
と
し
て
固
定
し
た
「
さ
る
ほ
ど
に
」
の
場
合
は
、
上
下
と
も
漢
字
表
記
を
採
る
「
去
程
二
」
が
、
《
毛
八
》
以
下
、
3
一
3
、
4
一
8
、
6
一
7
、
2
一
5
、
〇
一
〇
、
〇
一
1
の
割
合
で
残
っ
て
い
て
、
大
勢
に
一
歩
お
く
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
頻
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で
な
ら
、
「
云
程
一
こ
も
同
断
で
あ
る
の
に
、
こ
ち
ら
の
方
は
早
く
に
「
云
ホ
ト
ニ
」
と
い
う
表
記
に
移
っ
て
い
る
な
ど
し
て
い
て
、
こ
の
間
に
は
た
し
て
意
識
の
差
が
は
た
ら
い
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
し
、
も
と
も
と
連
体
形
語
尾
の
無
表
記
は
、
連
用
形
ほ
ど
に
は
多
く
の
用
例
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
断
定
は
さ
し
ひ
か
え
た
い
。
　
次
に
、
　
「
ど
も
」
以
下
の
表
記
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
山
内
氏
は
こ
れ
を
　
　
○
…
…
片
仮
名
を
主
と
す
る
表
記
　
x
…
…
漢
字
を
主
と
す
る
表
記
　
△
…
…
片
仮
名
と
漢
字
の
混
用
表
記
一72一
と
記
号
化
し
、
「
毛
詩
抄
」
の
場
合
を
巻
別
の
一
覧
表
に
し
て
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
そ
の
方
法
に
敬
い
、
た
だ
△
の
範
囲
を
優
勢
な
方
が
ほ
ぼ
％
を
割
っ
た
場
合
と
し
、
漢
字
優
勢
を
▲
、
カ
ナ
優
勢
を
△
と
色
分
け
す
る
と
と
も
に
、
両
者
拮
抗
す
る
場
合
は
口
と
す
る
と
い
う
修
正
を
加
え
、
項
目
に
、
先
の
「
ほ
ど
に
」
と
、
形
式
名
詞
と
し
て
の
用
法
も
あ
る
な
ど
し
て
使
用
頻
度
の
高
い
「
と
き
」
「
こ
と
」
「
も
の
」
の
三
語
を
新
た
に
追
加
し
て
示
そ
う
。
な
お
、
用
例
数
が
少
な
く
、
傾
向
の
確
定
し
が
た
い
場
合
は
（
）
を
付
し
た
。
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
ど　ほとそこそここも
ど
　
にもきれれのののと
宗
二
毛8
3
16披
24
杜
1
　
1
7
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宗
和
毛9
3
14披
16
△×△○口▲△×○
○口○○△×○×○
○▲△○○×△×○
▲×△○××▲口○
一73一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
「
毛
詩
抄
」
に
お
け
る
右
表
の
結
果
は
、
同
じ
巻
に
関
す
る
山
内
氏
の
報
告
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
宗
二
の
場
合
は
他
の
巻
で
も
ほ
と
ん
ど
例
外
が
な
い
ば
か
り
か
、
《
披
抄
》
以
降
を
見
合
せ
て
も
、
漢
字
を
採
る
か
カ
ナ
を
採
る
か
と
い
う
用
字
法
が
、
右
に
挙
げ
た
こ
と
ば
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
ほ
ど
に
」
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
固
定
し
、
流
動
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
た
だ
同
一
文
字
体
系
内
部
で
の
選
択
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
な
お
流
動
す
る
一
面
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
「
こ
と
」
の
場
合
を
見
る
と
、
漢
字
と
し
て
「
事
」
「
蔓
」
が
用
い
て
あ
る
。
こ
れ
に
「
－
」
を
加
え
た
三
体
の
な
か
で
は
、
「
吏
」
が
少
な
く
い
ず
れ
も
数
例
を
出
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
除
外
し
「
事
」
　
「
－
」
「
コ
ト
」
の
比
率
を
《
毛
八
》
～
《
披
一
六
》
で
見
る
と
、
ほ
ぼ
H
”
b
。
“
諏
り
H
”
卜
。
”
『
　
ω
…
b
。
”
諏
と
な
っ
て
い
る
。
《
披
二
四
》
以
降
は
用
例
数
が
少
な
い
け
れ
ど
も
、
H
“
ド
軸
翻
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
雑
把
な
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
本
字
中
心
の
表
記
に
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ω
で
見
た
「
此
」
に
共
通
す
る
意
識
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
枠
か
ら
「
ほ
ど
に
」
や
「
ど
も
」
（
接
続
助
詞
な
ど
の
「
と
も
」
も
同
断
）
が
は
ず
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
よ
り
純
粋
な
も
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
宗
和
は
「
毛
詩
抄
」
四
巻
の
間
で
「
こ
の
」
　
「
こ
れ
」
に
○
～
△
の
幅
が
あ
り
、
　
「
そ
の
」
に
X
～
△
の
幅
が
あ
る
と
い
う
。
一
見
無
秩
序
と
も
言
え
そ
う
な
状
況
は
、
宗
二
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
「
こ
と
」
の
場
合
も
、
「
事
」
「
夏
」
「
］
」
「
コ
ト
」
の
比
率
が
く
毛
九
V
～
〈
披
六
V
で
”
諏
…
H
”
①
…
H
”
諏
”
諏
…
H
”
『
H
”
諏
“
b
。
”
b
。
”
諏
”
b
。
“
ω
”
b
。
で
あ
っ
て
、
本
字
志
向
は
概
し
て
稀
薄
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
「
ほ
ど
に
」
が
一
貫
し
て
い
る
ほ
か
、
同
一
漢
字
を
使
用
す
る
「
そ
の
」
「
そ
れ
」
の
う
ち
、
「
そ
の
」
が
漢
字
中
心
で
、
〈
披
三
V
以
降
も
カ
ナ
書
き
の
比
率
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
て
、
「
そ
れ
」
が
ほ
ぼ
カ
ナ
専
用
で
あ
る
の
と
対
比
さ
れ
る
よ
う
な
、
実
用
面
で
の
配
慮
が
感
じ
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
う
し
た
こ
と
は
、
例
え
ば
捨
て
仮
名
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
は
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楽
ム
時
キ
《
披
三
3
9
ウ
》
　
我
レ
ハ
俗
累
ニ
ヒ
カ
レ
難
イ
也
《
杜
一
七
4
オ
》
　
是
レ
ラ
ト
ヨ
ム
コ
・
ト
ハ
ヨ
マ
ヌ
ソ
〈
毛
九
5
　
　
オ
V
な
ど
両
者
に
見
え
、
右
の
「
毛
詩
抄
」
の
よ
う
な
例
は
少
な
く
、
概
し
て
恣
意
的
で
、
文
脈
中
で
も
二
様
に
読
め
る
と
な
る
と
、
　
　
コ
へ
　
　
此
テ
ハ
テ
コ
ソ
セ
ン
ス
ラ
ン
《
杜
一
七
ー
ウ
》
の
形
式
を
必
要
と
す
る
場
合
が
、
特
に
「
こ
の
」
　
「
こ
れ
」
　
「
こ
こ
」
に
は
少
な
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
以
上
e
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
質
な
側
面
を
有
し
て
お
り
、
宗
二
に
固
定
化
が
殊
に
ω
で
顕
著
で
あ
り
、
流
動
す
る
中
に
も
一
貫
し
た
法
則
性
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
る
と
、
宗
二
の
個
性
が
読
み
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
依
拠
す
る
原
聞
書
や
原
抄
の
悌
を
そ
こ
ね
る
結
果
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
い
ず
れ
も
が
内
容
の
改
変
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
と
ば
の
面
か
ら
判
断
す
る
と
問
題
を
含
む
け
れ
ど
も
、
抄
物
の
本
来
の
機
能
に
添
っ
て
宗
二
の
意
識
を
判
断
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
見
て
き
た
事
項
か
ら
推
測
さ
れ
る
か
ぎ
り
の
原
拠
に
対
す
る
へ
だ
た
り
は
、
宗
二
に
お
け
る
「
慣
用
と
し
て
の
ゆ
れ
」
と
し
て
処
理
さ
れ
う
る
可
能
性
を
、
依
然
と
し
て
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
宗
和
の
特
に
ω
に
見
た
よ
う
な
非
統
一
性
は
却
っ
て
原
拠
に
依
存
す
る
度
合
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の
方
も
、
単
に
「
え
」
や
「
ほ
ど
に
」
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
範
囲
に
、
1
「
忠
実
に
踏
襲
す
る
」
立
場
を
採
り
な
が
ら
、
B
「
慣
用
と
し
て
の
ゆ
れ
」
に
基
づ
く
よ
う
な
統
一
を
施
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
皿
「
意
図
的
な
改
変
」
の
立
場
を
採
り
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
宗
和
自
身
の
正
書
法
が
、
「
ほ
ど
に
」
な
ど
に
し
か
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
結
果
な
の
か
は
、
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一75一
林宗二・宗和の手になる抄物のことば（土井）
　
口
ω
　
尊
敬
語
　
㈲
　
丁
寧
語
　
便
宜
一
括
し
て
取
挙
げ
る
。
　
「
毛
詩
抄
」
に
関
す
る
山
内
氏
の
指
摘
は
、
　
　
ω
O
う
「
い
ら
し
む
」
「
を
り
候
」
の
う
ち
、
宗
和
に
「
い
ら
し
む
」
が
な
い
。
　
　
　
ω
「
お
り
や
る
」
系
の
語
で
は
、
宗
和
が
「
ヲ
イ
リ
ア
ル
」
「
ヲ
リ
ア
ル
」
を
専
用
し
、
宗
二
は
「
ヲ
リ
ヤ
ア
ル
」
「
ヲ
リ
ャ
　
　
　
　
ル
」
を
専
用
す
る
。
　
　
　
㈲
「
御
座
る
」
系
で
は
、
宗
和
は
「
御
座
ア
ル
」
を
用
い
る
に
留
ま
る
け
れ
ど
も
、
宗
二
は
「
御
座
ル
」
も
併
用
す
る
。
こ
れ
　
　
　
　
ら
を
通
じ
て
「
A
部
（
引
用
者
注
。
宗
和
書
写
部
分
を
指
す
）
は
独
自
の
語
形
を
も
っ
て
、
全
体
と
し
て
古
風
な
こ
と
ば
つ
　
　
　
　
か
い
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
」
。
　
　
②
指
定
辞
と
し
て
「
で
候
」
を
用
い
る
。
地
の
文
の
「
で
候
」
「
候
」
の
現
わ
れ
方
に
は
「
多
く
め
だ
つ
巻
」
と
「
こ
れ
に
つ
」
　
　
　
ぐ
巻
と
「
稀
な
巻
」
と
が
あ
り
、
宗
和
書
写
の
四
巻
は
稀
な
巻
の
八
巻
に
含
ま
れ
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
ω
に
関
し
て
、
「
東
披
詩
抄
」
以
降
の
検
討
箇
所
か
ら
は
、
「
御
座
ア
ル
」
が
く
披
三
4
8
オ
V
《
披
一
六
6
ウ
》
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
矛
盾
し
な
い
こ
と
が
言
え
る
に
留
ま
る
。
そ
の
他
の
敬
語
で
注
意
し
て
よ
い
こ
と
は
、
「
し
た
ま
ふ
」
か
ら
出
た
と
さ
れ
、
以
下
「
し
ま
う
」
　
「
し
も
う
」
「
し
も
」
「
し
む
」
と
語
形
変
化
す
る
尊
敬
語
が
、
両
者
に
お
い
て
、
主
と
し
て
「
シ
ム
」
の
語
形
で
使
用
さ
れ
る
な
か
に
あ
っ
て
、
「
シ
モ
ウ
」
が
　
　
ヨ
イ
病
ヲ
モ
タ
シ
モ
ウ
タ
、
何
年
力
疹
ン
ス
ラ
ウ
〈
披
三
5
ー
オ
〉
　
　
学
問
ヲ
ヱ
サ
シ
モ
ウ
ヌ
ホ
ト
ニ
《
披
一
六
9
ウ
》
と
現
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
語
形
は
、
大
塚
光
信
氏
に
よ
る
と
（
「
抄
物
と
そ
の
助
動
詞
三
つ
」
（
『
国
語
国
文
』
3
5
巻
5
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号
）
）
、
「
四
河
入
海
」
に
は
見
え
な
い
と
い
う
。
②
の
「
で
候
」
「
候
」
を
・
山
内
氏
は
文
体
の
観
点
か
ら
取
挙
げ
、
「
三
と
並
ぶ
指
定
辞
と
し
て
の
用
法
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
・
こ
の
用
法
は
・
《
竺
七
3
ウ
》
な
ど
に
ま
で
及
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
量
的
に
は
《
披
三
》
〈
披
三
v
ま
で
頻
用
さ
れ
、
以
降
は
稀
と
い
う
極
端
な
対
比
を
、
両
者
薮
し
て
示
し
て
い
る
。
・
の
用
法
は
、
宗
二
の
関
与
し
た
豪
求
抄
」
で
も
顕
著
で
あ
る
が
、
他
へ
の
拡
が
り
の
薄
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
宗
二
・
宗
和
に
あ
っ
て
も
、
量
的
斧
寄
り
が
同
一
抄
物
内
で
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
解
釈
が
む
ず
か
し
い
・
す
な
わ
ち
・
改
変
行
為
の
う
ち
の
取
捨
選
択
と
、
独
自
の
増
補
と
の
両
面
か
ら
押
．
そ
い
く
必
要
が
奮
そ
．
つ
で
あ
る
・
し
か
も
・
問
題
琴
；
あ
り
、
「
候
」
の
表
記
が
「
毛
詩
抄
」
で
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
「
候
」
の
草
体
か
ら
更
露
体
化
し
た
・
ヵ
ナ
の
「
ト
」
に
近
似
す
る
二
画
の
書
体
を
採
・
て
い
る
・
と
で
あ
る
。
・
れ
は
古
活
字
版
に
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
豪
求
抄
L
の
転
写
本
も
同
様
で
あ
る
の
に
、
策
披
詩
抄
L
以
降
で
は
原
則
と
し
て
カ
ナ
圭
日
き
と
な
り
、
そ
の
語
形
は
宗
和
が
「
ソ
ゥ
」
を
専
用
し
・
宗
二
は
抄
物
一
般
の
中
で
「
あ
り
う
べ
き
証
叩
形
の
な
か
で
、
そ
案
調
を
な
す
か
た
ち
で
あ
る
」
（
大
塚
光
信
、
前
掲
論
文
）
と
さ
れ
る
「
サ
ウ
」
皇
鯖
い
な
が
ら
も
、
な
お
フ
ウ
」
の
混
用
を
「
杜
詩
抄
」
ま
で
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
窒
・
て
・
個
人
の
書
記
行
為
に
お
け
る
固
定
と
流
動
と
い
う
観
点
か
ら
の
処
理
を
越
．
兄
、
抄
物
作
成
の
あ
り
方
に
正
票
ら
対
峙
す
る
こ
と
と
な
・
た
・
従
・
て
、
・
れ
以
降
の
藁
は
、
依
拠
抄
文
と
の
対
比
、
転
写
本
へ
の
展
開
の
跡
付
け
を
、
右
覧
て
き
た
特
徴
的
な
事
項
を
主
軸
の
一
つ
に
据
え
て
行
な
う
こ
と
と
か
ら
め
、
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
一
九
七
八
・
九
・
三
〇
ー
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